
　

佐
久
市
立
臼
田
小
学
校
は
２
０
１
０
年

度
か
ら
外
国
語
活
動
の
授
業
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
研
究
１
年
目
に
、
教
育
委

員
会
の
指
導
主
事
や
英
語
教
育
の
研
究
者

の
助
言
を
得
な
が
ら
、
授
業
展
開
案
「
臼

小
プ
ラ
ン
」（
図
１
）
を
作
成
。
外
国
語

活
動
で
最
も
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
を
付
け
る
に
は
、「
相
手
の
こ
と
を

知
る
楽
し
み
を
持
ち
、
繰
り
返
し
聞
き
慣

れ
る
こ
と
が
大
切
」
と
の
立
場
か
ら
、
い

か
に
楽
し
く
か
か
わ
り
な
が
ら
聞
き
慣
れ

さ
せ
て
い
く
か
を
工
夫
し
、
日
々
改
善
の

努
力
を
し
て
い
る
。
研
究
は
子
ど
も
の
実

態
に
応
じ
て
進
め
る
こ
と
を
強
く
意
識
し

て
い
る
と
、
伊
藤
和
子
校
長
は
話
す
。　

　
「
外
国
語
活
動
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

す
か
ら
、
先
生
方
は
試
行
錯
誤
し
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
子
ど
も
の
反
応
を
丁

寧
に
見
取
り
、
授
業
に
反
映
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

授
業
で
は
毎
回
、「
外
国
語
活
動
ふ
り

か
え
り
カ
ー
ド
」（
図
２
）
を
配
布
し
、

子
ど
も
に
、
授
業
の
楽
し
さ
や
聞
く
こ
と

な
ど
の
評
価
、
授
業
で
良
か
っ
た
こ
と
や

困
っ
た
こ
と
、
友
だ
ち
の
様
子
を
見
て
気

付
い
た
こ
と
な
ど
を
書
い
て
も
ら
う
。
こ

の
ね
ら
い
を
、
５
学
年
担
任
で
研
究
主
任

の
仲
沢
い
ず
み
先
生
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
段
階
を
踏
ん
で
聞
き
慣
れ
さ
せ
た
活

動
が
良
か
っ
た
か
、
ね
ら
い
が
き
ち
ん
と

達
成
さ
れ
た
か
な
ど
、
外
国
語
活
動
の
ね

ら
い
や
子
ど
も
の
困
り
感
を
把
握
し
、
授

業
改
善
に
生
か
し
て
い
ま
す
」

　

研
究
部
会
は
週
１
回
、「
外
国
語
活
動

ふ
り
か
え
り
カ
ー
ド
」
を
見
な
が
ら
児
童

の
実
態
を
把
握
し
、
外
国
語
活
動
を
通
し

た
相
互
理
解
や
異
文
化
理
解
が
更
に
深
ま

る
よ
う
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
カ
ル
チ
ャ

ー
ト
ー
ク
な
ど
を
検
討
（
図
３
）。「
臼
小

プ
ラ
ン
」
を
改
め
て
い
く
。
こ
う
し
た
改

訂
の
意
義
を
、
６
学
年
担
任
で
教
務
主
任

の
高
橋
英
敏
先
生
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
子
ど
も
の
実
態
に
応
じ
て
授
業
を
変

え
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
子
ど
も
が
友

だ
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し

め
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

井
出
眞
一
教
頭
は
、
研
究
の
成
果
を
次

の
よ
う
に
話
す
。

　
「
子
ど
も
が
英
語
に
親
し
む
に
は
ど
う

す
べ
き
か
を
考
え
、
外
国
語
活
動
に
積
極

的
に
取
り
組
む
先
生
が
増
え
ま
し
た
。
丁

寧
に
子
ど
も
を
見
取
り
、
研
究
を
重
ね
た

か
ら
こ
そ
の
変
化
だ
と
思
い
ま
す
」

外
国
語
活
動
の
授
業
を
改
善
す
る
工
夫

２
０
１
１
年
４
月
に
外
国
語
活
動
が
５
・
６
年
生
で
必
修
化
さ
れ
て
以
来
、
約
１
年
半
が
経
っ
た
。

文
部
科
学
省
か
ら
提
供
さ
れ
た
「H

i, friends!

」
を
使
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
授
業
を
構
成
す
る
と
良
い
か
、
指
導
を
見
直
し
て
い
る
学
校
も
多
い
と
い
う
。

今
号
で
は
、
子
ど
も
の
様
子
を
丁
寧
に
見
取
り
、
外
国
語
活
動
の
授
業
を
改
善
し
て
い
る
事
例
を
紹
介
す
る
。

児
童
の
実
態
を
基
に
、
聞
く
活
動
の
改
善
点
を
部
会
で
話
し
合
う

長
野
県
佐
久
市
立
臼
田
小
学
校

事
例

今
回
の
テ
ー
マ

教
師
に
試
行
錯
誤
が
あ
る
時
こ
そ

子
ど
も
の
実
態
把
握
が
重
要

う

す

だ

パワーアップ！

      授業研究
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佐
久
市
立
臼
田
小
学
校
教
務
主
任
・
６
学
年
担
任

高
橋
英
敏

た
か
は
し
・
ひ
で
と
し

「
目
の
前
の
子
ど
も
を
し
っ
か
り
見
取
り
、
子

ど
も
の
課
題
に
応
じ
て
、
先
生
方
と
力
を
合

わ
せ
て
授
業
を
改
善
し
て
い
き
た
い
」

佐
久
市
立
臼
田
小
学
校
教
頭

井
出
眞
一

い
で
・
し
ん
い
ち

「
子
ど
も
の
つ
ま
ず
き
や
教
師
の
困
り
感
か

ら
、
課
題
を
設
定
し
て
追
究
し
て
い
き
た
い
。

そ
れ
が
研
究
の
日
常
化
に
つ
な
が
る
」

佐
久
市
立
臼
田
小
学
校
校
長

伊
藤
和
子

い
と
う
・
か
ず
こ

「
ど
の
先
生
方
も
当
事
者
意
識
を
持
ち
、
外

国
語
活
動
の
研
究
に
取
り
組
め
る
よ
う
な
体

制
づ
く
り
を
心
掛
け
て
い
る
」

長野県佐久市立臼田小学校

◎１８７２（明治５）年に開校した歴史ある学
校。長野県東部に位置する。子ども同士
が互いの話をよく聞き、相手に自分の考
えを伝えられるようになるために、外国
語活動の研究に力を入れている。

授
業
研
究
に
学
校
全
体
で
主
体
的
に

取
り
組
む
た
め
に
心
掛
け
て
い
る
こ
と

校　長 伊藤和子先生
児童数 ２３７人
学級数　１２学級（うち特別支援学級２）
教員数　２３人
所在地 〒３８４ー０３０１
　　　 長野県佐久市臼田２６４ー３
T E L 　０２６７ー８２ー２０２４
ＵＲＬ  http://usudasho.sakushi.ed.jp/
E-mail　usudasho@sakushi.ed.jp
公開研究会 ２０１２年１０月１０日（水）

佐
久
市
立
臼
田
小
学
校
研
究
主
任
・
５
学
年
担
任

仲
沢
い
ず
み

な
か
ざ
わ
・
い
ず
み

「
子
ど
も
に
と
っ
て
楽
し
い
授
業
を
つ
く
る
た

め
に
、
ま
ず
は
教
師
自
身
が
楽
し
み
な
が
ら

研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
」

活動 内容 使う物
Greetings

Warm up

Today's goal

Activity1

Activity2

Reflection

Culture Talk

●お互いにあいさつ（How are you? I'm ○○）
●色、形をヒントにした、国旗のクイズ
※徐々に、その国の有名なものをヒントとして出し、
前時の復習とする

●行ってみたい国を紹介することで、お互いを
もっと知ることができることを確認

●どんな表現を使えば、行ってみたい国を紹介
できそうか、学習することを確認

●担任の海外体験を通して I want to go to の
表現を紹介

●国旗をキーワードにしたキーワードゲーム
※時間があれば Yes, No ゲームを行う

●言われた国の有名なものをとるカルタ

●行ってみたい国を紹介する時の表現をたくさ
ん聞けたかを振り返る

●行きたい国を聞いて、どの先生の希望かを当
てるクイズ

※自分はその国に行ってみたいかを質問する

国旗カード、写真

有名なもののカルタ

ふりかえりカード

国旗カードなど

行ってみたい国を紹介する時に使えそうな表現をたくさん聞こう

研究部会で挙げられた授業の改善点を反映して作成する授業
展開案。１回の授業を「Greetings」から「Reflection」まで
５～６のパートに分け、活動内容と使用教具を示している。
子どもが英語に親しみ、「聞く」から「伝える」まで段階を踏
んで徐々に学んでいけるように心掛けている。２０１２年度は、
「英語ノート」から「Hi, friends!」への変更を、改訂に反映さ
せている

◎「I want ～」の表現を扱う単元の例

友だちの姿から学ぼうとする気持ちを伸ばそうと、自分のことだけでなく、
友だちの様子を見て気付いたことも書いてもらう

図１ 臼小プラン（２０１２年度版）

図３ 研究部会での話し合いの内容

図２ 「外国語活動ふりかえりカード」

＊同校の資料をそのまま掲載

＊同校の資料を基に編集部で作成

＊同校の資料を基に編集部で作成

１
時
間
目
の
内
容

ショッピングゲームで、いきなり「I want ～」
を使ってほしい物を伝え合う活動をしたとこ
ろ、子どもに戸惑う様子が見られた。授業の
感想にも、「新しく習った言い方がよく分か
らなかった」といった声が目立った。もっと
「I want ～」の表現に慣れさせる必要がある

聞く活動、聞いて判断する活動、友だちの
ことを知る活動と、段階を踏めるよう変更

２
時
間
目
の
内
容

カルタを使って「I want ～」の表現をたく
さん聞かせる活動、カードを組み合わせ、「I 
want ～」と言われたパフェを作る活動など
を取り入れ、子どもが「I want ～」をたく
さん聞く機会を増やした。「友だちの好きな
フルーツを使ってパフェを作り、感想を聞く
ことが出来て良かった」など、満足したとい
う感想が多かった

テーマ「行ってみたい国」　第２時　担任のみ
ねらい： ① I want to go to の表現を知り、聞くことに慣れる　
 ②友だちに行ってみたい国を紹介しようという意欲を持つ

国旗のカードなど
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